
 

子ども励まし１０ヶ条 
校長  松本文貴 

 朝夕がめっきり冷え込み、校庭の桜の葉もだいぶ散ってきました。いよいよ１２月、師走です。生徒たちも手袋、

マフラーをする様子が見られ、登校時の寒さが伝わってきます。残り１ヶ月体調に気をつけて過ごしていきたいもの

です。 

 「やる気を出しなさい」「やる気でやりなさい」私が子どもの頃、両親や祖父母によく言われた言葉です。今から

思えば興味や関心のないものには、なかなか「やる気」は出ないと思うのですが、自分が親になったら子どもたちに

同じ言葉をかけていたように思います。親の一方的な思いからかけていたのかなと反省です。しかし「気の進まない

こと」「いやだな」と思うことも実際にはやらなければならないこともあるのも事実です。そんなことを思っていま

したら「やる気にさせる親の知恵～子ども励まし１０ヶ条」というものを目にしたのでご紹介させていただきます。 

 

第１条  自分のことは自分でさせる 

 何もさせない教育からは、やる気だとか強い意志だとか、たくましい意欲は育ちません。転んだ子供がいたら、自

分の力、自分の意志、やる気で立つまで待つことです。 

第２条  めあてを与えめあてを持たせる 

 やる気は、ある目標に立ち向かう中で引き出せるものです。がんばれとかしっかりとか言うだけでは、何をどうし

たらよいのかわかりません。自分で目あてを持たせるとよいでしょう。 

第３条  やったことをまず認めてあげる 

 １０のことをやったときに３まではうまくいったけれども、残り７がまずかったときに、先に７の方をけなすので

はなく、３までやった子供の努力、子供の自己表現、これをまず周りの人が認めてあげれば、やがてその子供は４・

５・６の方まで取り組んでいく意欲・やる気を起こしてきます。子供を決してけなしてはいけません。まず、認めて

あげることです。 

第４条  たまには困難を与える 

 意志とかやる気は明るい自由な家庭の中に育ちます。壁にぶつかって自由にならないことに気づいた時、その壁を

「ようし打ち破ってやろう」、「何を！」というそういうところからやる気が起こるのです。時にはそうした壁が必要

です。 

第５条  上手に褒める 

 子供はいいことをやってほめられれば、またいいことをやろうと思うし、一生懸命がんばってほめられれば、よし

またがんばってやろうという気がさらにつのります。 

第６条  上手に叱る 

 叱る時も、皮肉だとか、嫌みだとかでなく、親が本当に心配して叱ってるんだとわかるように叱ることです。人格

をけなすようなしかり方や言葉は厳に慎むべきです。 

第７条  好きなことに集中させる 

 好きなことに熱中したやる気、がんばる気持ち、これはほかの場面にも役立ちます。思い切って好きなことに熱中

させてみることが勉強のやる気にも好影響を及ぼすと思います。 

第８条  失敗を許す 

 子供が失敗したとき、その失敗を真正面からきちんと見つめさせる。そして周りから励ましてあげる。「がんばれ」

「しっかり」という言葉はこの時こそ使う言葉です。 

第９条  親のやる気はほどほどに 

 ついつい子供に期待し過ぎてかえってやる気を失うことがあります。親のやる気は、ほどほどがよいでしょう。 

第10条   明るく温かい家庭作り 

 やる気を育てるためには、家庭が明るく平和で伸び伸びしていることが大事なようです。それは単にやる気などの

「意」だけではなく、「知」や「情」の部分についても好影響を及ぼすでしょう。  

「やる気にさせる親の知恵」藤井均より 

 

 １２月１２日(月)より３者面談が始まります。生徒たちを励まし、やる気にさせる面談にしたいものです。よろしく

お願いします。 
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部活終了 16 :10　完全下校 16 :15
バス(宮16:34、仁16:29、田・安16:35)

部活終了 17 :00　完全下校 17 :10
バス(宮17:29、仁17:39、田・安17:35)

日 曜 給 行事予定 日 曜 給 行事予定

1 木 ○ 小中合同避難訓練(津波)　ssw 1 日 ● 元日

2 金 ○ 2 月 ● 振替休日

3 土 ● 数学検定　市町対抗駅伝大会 3 火 ● 学校閉庁

4 日 ● 4 水 ●

5 月 ○ 給食費口座振替日 5 木 × 始業式　給食費口座振替日

6 火 ○ 生徒集会　SC 6 金 ○ 専門委員会

7 水 ○ 7 土 ●

8 木 ○ ssw 8 日 ●

9 金 ○ 9 月 ● 成人の日

10 土 ● 10 火 ○ 集金日　SC

11 日 ● 11 水 ○ 学調1,2年，実力テスト3年

12 月 ○ 三者面談　集金日 12 木 ○ 私立web出願(-20)　ssw

13 火 ○ 三者面談　SC 13 金 弁 Ｂ日課　西豆学合同発表会

14 水 ○ 三者面談 14 土 ●

15 木 ○ 三者面談　ssw 15 日 ●

16 金 ○ 三者面談 16 月 ○

17 土 ● 17 火 ○ 生徒集会 SC

18 日 ● 18 水 ○

19 月 ○ 19 木 ○ ssw

20 火 弁 3年修学旅行　SC 20 金 ○ Ｂ日課　2年進路ガイダンス

21 水 弁 3年修学旅行　 21 土 ●

22 木 弁 3年修学旅行 22 日 ●

23 金 ○ 終業式 23 月 ○

24 土 ● 24 火 ○ 参観日･懇談会　SC

25 日 ● 25 水 ○ 私立願書(-26)

26 月 ● ワックスがけ 26 木 ○ 代表委員会　ssw

27 火 ● 27 金 × Ｂ日課　3時間授業

28 水 ● 28 土 ●

29 木 ● 学校閉庁 29 日 ●

30 金 ● 学校閉庁 30 月 ○ 専門委員会

31 土 ● 学校閉庁 31 火 ○ SC

12月 1月

部活動の結果
バスケットボール東部選手権

【男子】

西伊豆中34－45韮山中

【女子】

西伊豆中64－30富士岡中

西伊豆中30－69片浜中

席書コンクール
賀茂地区特選

３年 竹内美悠 稲葉実友 佐野華恋 藤井美海

２年 堤月姫 １年 藤井虹胡 山本かのん

賀茂地区入選

３年 鈴木勇志

２年 佐々木遙馬 算用子亜海



「ほめる」を「認める」に変換          校長 渡邉 篤之 

 天候も心配された中、マラソン大会を無事終了することができました。応援ありがとうございま

した。保護者の皆様には、道路での監察係もお願いしました。重ねてお礼申し上げます。 

 さて、マラソン大会を開催するにあたり、学校では次のような取組を行ってき

ました。 

○２時間目と３時間目の業間に５分間走を行いました。 

○マラソン大会に向けて「めあて」をたて、終わったらその反省を行っています。 

○教職員は事故が起きた時のために、消防署員を招いて危機管理シミュレーショ 

ン研修も行いました。 

○意欲的に練習できるよう練習方法も工夫し、先生方も一緒に取り組んできました。 

どの子も自分のめあてに向かって本当にまじめに練習に取り組み感心しました。 

 

 このように子どもの頑張りが見られた時、お子さんにも優しい言葉をかけてくれていることと思

います。言葉のかけ方について、ある記事に次のように書かれていたので紹介します。 

 いろいろな経験が、子どもの成長につながります。今月もよろしくお願いいたします。 

仁科小学校学校だより 

        令和４年１１月２９日 

№８    １２月号 

              

学校教育目標「あかるく かしこく たくましく」   「いい顔 いい声 いい動き」 

 

「ほめる」を「認める」に変換 

子どもを「ほめる」ことが案外難しい。そんな時、「ほめる」を「認める」に変換してみてください。

ほめようとすると、どうしても「評価」になりがちです。むしろ子どもたちが大好きなお父さん、お

母さんにこそ意識していただきたいのが、「評価」ではなく、ポジティブな「認める」言葉がけです。 

○子どもが「やったこと」をそのまま認める 

「難しい漢字に挑戦したんだね」などと特別にほめていなくても、「やったこと」を言葉にするだ

けで、子どもは「見てもらっている」「認められている」と感じ、チャレンジする意欲が育ちます。 

○子ども自身の努力・工夫を認める 

子ども自身ががんばった部分を具体的に言葉にします。「結果」ではなく、「努力」や「工夫」を

した過程に注目します。誰かに言われてやった箇所でなく、自発的に取り組んだ箇所を認めると、

自分で自分を認める力も育ちます。 

○子どもに聴いていい 

子どもが何を工夫したり努力したりしたのかわからないことも多いでしょう。そんな時は、子ど

もに聴いてあげてください。子どもにとって必要なのは、うれしい気持ちや達成感に「共感しても

らうこと」です。子どもの言葉を繰り返すだけでも、「認める」、「共感」になります。 

○できなかったところは、伸びるところ 

ほめるつもりだったのに、つい悪いところに目が行ってしまうこともあるかもしれません。そん

な時は、「できていないところ」＝「伸びしろ」と考えてみてください。 



 お礼の手紙を通して 
１１月はたくさんの体験学習がありました。

その中にはゲストティーチャーをお迎えし教え

ていただくこともあります。(コロナ禍ですが

少しずつ始めています。)学習後には手紙を書

いてお礼としてお届けすることがあります。 

お礼の手紙には、たくさんのよさがあり仁科

小では大切にしている活動です。 

〇書くことによって手紙の書き方や言葉の使 

い方を覚えます。 

〇相手を思い丁寧に字を書きます。習った漢 

字を使います。 

〇自分の感じたことや考えたことを入れて書 

くことによって、自分の気持ちを表現する力 

がつきます。  

子供たちにとって必要感のある取組が、机上

で学習したことを生きた力としています。今後

もさまざまな体験学習とともに大事にしていき

ます。その他にもいろいろな活動がありました

ので紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

※県ＰＴＡ活動「書き損じはがき集め」を１月に行います。ご協力をお願いいたします。 

４年ふれあい集会 

５年社会科見学 ラビットさんのお話会 

３年生３小学校交流 

パントマイム講座 

４年生ふれあい集会 

６年生ジオ学習 

1.2年生リース作り 

１月の予定          
５日（木）始業式 給食費引落 
１０日(火)学級費集金 
１１日(水)定着度テスト（国算） 
１２日（木）ＳＣ・ＳＳＷ来校日 
１３日（金）ふれあい集会                            
１６日(月）委員会 ５時間授業 
１８日（水）ふれあい集会（漢字⑦） 
１９日(木)ふれあい集会（委員会） 

       ＳＳＷ来校日 

２０日（金）５年こども園交流 

 

 

２５日（水）ふれあい集会（１年）

５のつく日街頭指導 

２６日(木)弁当の日 

       5.6年富士見町交流 

ＳＳＷ来校日 

２７日（金）5.6年富士見町交流 

ＳＣ来校日 

3０日(月) 縦割り長縄集会 

       午前中月曜日課 

 

 

 給
 食

30 金

31 土

28 水

29 木 学校閉庁日

学校閉庁日

学校閉庁日

26 月

27 火

24 土

25 日

冬休み～１／４(水）

22 木 ○

23 金 ×

20 火 ○

21 水 ○
ふれあい集会(児童会引継ぎ)

声かけ運動

第3回漢検申込〆切

終業式

18 日

19 月 ○

16 金 ○

17 土

月曜日課5時間
集団下校14:10(民生委員さん)

月曜日課5時間

14 水 ○

15 木 ○

12 月 ○

13 火 ○

月曜日課5時間　学級費集金

短なわ講座②低③中④高
⑤科学実験教室　全校

月曜日課5時間

月曜日課5時間
5のつく日街頭指導

10 土

11 日

8 木 ○

9 金 ○
参観日13:05　懇談会
奉仕作業15:00　6年制服採寸

6 火 ○

7 水 ○

4 日

5 月 ○5時間授業　委員会　給食費振替

ふれあい集会(3年生）

12月の予定
1 木 ○6年プログラム学習　SC SSW

駅伝壮行会

市町対抗駅伝10：00スタート

地域防災訓練

2 金 ○

3 土

日 曜



令和４年１１月３０日（水）

西伊豆町立田子小学校

第８号

田子の温かさ 校長 山本 憶久

10月の出来事です。夏の暑さも一段落という時期でしたので、運動場南側の

法面（例年はPTA奉仕作業の活動場所でしたが、安全面を考慮して作業場所か
の りめん

ら外しました。）に生えている草木を刈ることにしました。もっと早くに取りか

かっていれば、草木も大きくなる前で作業量も少なく済むはずでした。しかし、

気温の高さや日々の仕事に追われることを自分の中で言い訳にして、この時期

になってしまいました。

作業をしていると、近隣の方々が「大変だねぇ」「気

をつけてくださいね」等々と声をかけてくれました。

近くの自動販売機でお茶を買って差し入れてくださる

方もいました。また、草木を刈るのを手伝ってくださ

ったり、刈った草木をトラックに積み込む作業を手伝

ってくださったりと多くの方々の協力をいただきました。自分がこれまで延ば

し延ばしにしてきたから草木が多く、また大きくなってしまったのに、地域の

方々の温かさに心の底から頭の下がる思いでいっぱいになりました。

田子の子供達が心優しく温かいのは、この田子という温かい地域に住むみな

さまが育て、支えているということを再確認させていただきました。運動会終

了後の片付けに保護者のみなさまが率先して取りかかってくださったのも一つ

の表れだと思います。「毎年やっていることだから」と言ってくださるお父さん

もいました。きっと、何年も何十年も前から受け継がれてきたことなのかもし

れません。本当にありがたいことです。

どの学校に勤務しても感じているのですが、それ

ぞれの学校にはその地域の風土や文化があります。

子供達はその地域の中で育ちます。この温かい方々

が住む田子で生きる子供達が、心身共にすくすくと

成長していけることを願っています。



１２月の行事予定 

日 曜 予定 給食 

１ 木 6 年制服採寸、ＳＣ、SSW 

保護者アンケート実施期間(～５日) 

〇 

２ 金 4 年クリーンセンター見学 〇 

３ 土 静岡市町対抗駅伝、数学検定（西中）  

４ 日 地域避難訓練  

５ 月 集団下校 13:30、給食費引落日 〇 

６ 火 マラソン大会、給食なし、ＳＳＷ × 

７ 水 マラソン大会予備日、集団下校 14:15 〇 

８ 木 交通安全メッセージ、集団下校 13:30 〇 

９ 金 ６年みんなの家の方々と交流 〇 

１０ 土   

１１ 日   

１２ 月 委員会、学級費集金日 〇 

１３ 火 5、6 年パフォーマンスラボ 〇 

１４ 水 冬期街頭指導、集団下校 14:15 〇 

１５ 木 SC、SSW、年末交通安全県民運動開始 〇 

１６ 金 ラビット読み聞かせ 〇 

１７ 土   

１８ 日   

１９ 月  〇 

２０ 火  〇 

２１ 水 地区安全集会、地域避難場所確認 〇 

２２ 木  〇 

２３ 金 終業式、集団下校 11:１0、卒業写真撮影 × 

２４ 土 冬休み  

２５ 日   

２６ 月   

２７ 火   

２８ 水   

２９ 木   

３０ 金   学校閉庁日(～1/3 まで)  

３１ 土   

賀茂地区 読書感想文ｺﾝｸｰﾙ 
特選 

松田太陽「ぼくらの通学路」 

松浦 碧「海の生き物を守るために」 

入選 

斎藤翔騎「食べ物が一番のかんきょう問題」 

佳作 

椿 莉希「かぞくみんなのすきなこと」 

松浦未澪「よろこびはどこにあるのかな？」 

椿 明馬「れいとうこのそこのおくには」 

山本芽依「わたしも幸せ みんなも幸せ」 

平林瑠唯「弱虫はどうしたら直せるの」 

山本笈佑「疫病退散の願いをこめて」 

田子小マラソン大会 

１２月６日（火）１０：４０～田子港周辺
で田子小マラソン大会を開催します（雨天
順延）。１１月に入り、業間マラソン練習が
始まり、子供達は、自分の目標を立てて取
り組んでいます。ご家庭でも応援してあげ
てください。 

田子港駐車場横がスタート、ゴールとなり

ます。今年度も車道を走ります。走る順番は、

Ｂコース（３、４年生）、Ａコース（１、２

年生）、Ｃコース（５、６年生）の順に走り

ます。 

 学級役員の方々には、今年度も安全確保

のため監視をしていただきたいと思いま

す。ご協力をお願いします。  

１月の主な行事予定 
 １日 元旦 
 ５日 始業式、給食費引落日、集団下校 11:10 
    給食なし 
１０日 学級費集金日 
１１日 定着度テスト、集会(学級委員任命式) 

集団下校集会終了後 
１２日 身体測定、ＳＣ、ＳＳＷ 
１３日 身体測定 
１６日 委員会 
１８日 集団下校 14:15 
１９日 ＳＳＷ 
２０日 学習発表会 
２４日 集団下校 14:15 
２６日 ５、６年富士見町交流、ＳＳＷ 
２７日 ５、６年富士見町交流、弁当の日、ＳＣ 

昔遊びの会を行いました。 １、２年生 

  

  



学校だより＜第８号＞ 令和４年１１月２５日（金） 西伊豆町立賀茂小学校

賀 茂 小
教育目標 「自ら学び 共に輝く 賀茂小の子」
重点目標 「やってみよう 自分から」

～一人一人の個性が輝くように～
崎山 隆之氏 作

“つなげる・つながる”～子供の変容と成長する姿から～
校長 髙橋 智子

今学期の始めに、前期の学校生活アンケートをもとに、現状をより良くするための学校の方策

をお示しいたしました。それ以来、本年度の重点目標「やってみよう自分から」を受け、目指す

子供像に近づくように、「つなげる・つながる」をキーワードに取り組んできました。

今号では、その取組の中での子供の成長する姿をお伝えいたします。

○家庭生活につなげる

先日、昼休みに、園芸担当の職員が花の苗の植え替えの「ちょボラ」（ちょこっとボランティア）

を募ったところ、多くの子供たちが集まりました。この日は、高学年が校外学習で出ていた中で

したが、低・中学年が主体的に活動する姿が見られました。このように、「ちょボラ」の気持ちは

全校に根付いてきています。同じように、「ちょボラ」が家庭生活にもつなげていけるように、２

学期から、学習カードに「手伝い」の欄を入れました。提出されたカードからは、「料理の手伝い」

「風呂そうじ」「洗濯物干し」など、日々の生活の中で、家族の一員として自分に

できることをやってみようとする姿が感じ取れます。

また、読書についても、「家庭読書」の欄を設けた結果、お気に入りのシリーズ

を継続して読んだり、ジャンルを広げたり、目標の冊数やページを意識したりと、

各々が、自分の思いで、本に親しんでいる様子が伝わってきました。

このように「学習カード」を工夫することにより、学校と家庭との連携がより深まってきてい

ます。

○地域とつながる

前号で、「挨拶」から得られるものを全校と家庭・地域で共有し、大切にしていきたいという願

いを書かせていただきました。児童会と高学年が協力して、「いつも見守ってくれる方々へ～あり

がとうの気持ちが伝わるあいさつをしよう～」というメッセージを発信し続けた

ことにより、地域の方から「最近、挨拶がよくなってきましたよ。」、来校された

方からも「受け答えがいいですね。」と、お褒めの言葉をいただけたことも、そ

の表れと感じています。

また、今学期、力を入れた「全校クラブ～達人に学ぶ～」は、地域の方々とのふれあいから、

受け継がれてきた文化にふれることで、地域の素晴らしさを改めて感じる機会となりました。

○縦のつながり

今年度、縦割り班で行う活動を多く取り入れています。行事、昼の遊び、清掃、リレーと、様

々な場において、子供たちの交流が深まっています。保護者の方から、「最近、上級生が、遊んで

くれますよ。学年関係なく近所にそういう子がいてくれるととても嬉しいです。縦割りなど、違

う学年で関わる事が多いからでしょうか。子供が少ない中でも、集まってみんなで仲良く遊べる

のは、よいことですね」という声が届きました。

「縦のつながり」を大切にしてきた成果と実感しています。



１２月の行事予定 

日 曜

日 
行事 

給

食 

１ 木 避難訓練（突発）ＰＴＡ運営委員会 

中学校制服採寸 

○ 

２ 金 ＳＳＷ ○ 

３ 土 市町対抗駅伝  

４ 日 地域防災訓練  

５ 月 １３：２０下校 給食費引落 ○ 

６ 火 １３：２０下校 ＳＣ ○ 

７ 水 小中遊び ○ 

８ 木 ＳＳＷ ○ 

９ 金 委員会 漢検申し込み〆切 ○ 

１０ 土   

１１ 日   

１２ 月 集金日 ○ 

１３ 火 ＳＣ サーカスエコロジカル ○ 

１４ 水 ＳＧ ○ 

１５ 木 代表委員会 ＳＳＷ  

年末交通安全運動 ～31日 

○ 

１６ 金 参観日（5.6年学校保健委員会） ○ 

１７ 土   

１８ 日   

１９ 月  ○ 

２０ 火 ＳＣ ○ 

２１ 水 長縄練習 ○ 

２２ 木  ○ 

２３ 金 終業式 × 

２４ 土 冬季休業 １２／２４～１／４  

２５ 日   

２６ 月   

２７ 火   

２８ 水   

２９ 木   

３０ 金   

３１ 土   

     

１月の行事予定 

日 曜

日 
行事 

給

食 

１ 日 元日  

２ 月   

３ 火   

４ 水   

５ 木 始業式 給食費引落 × 

６ 金   

７ 土   

８ 日   

９ 月 成人の日  

１０ 火 集金日 ＳＣ  

１１ 水 定着度テスト ＳＧ 長縄練習  

１２ 木 ＳＳＷ 委員会  

１３ 金   

１４ 土   

１５ 日   

１６ 月   

１７ 火 ＳＣ  

１８ 水 長縄集会 代表委員会  

１９ 木 ＳＳＷ  

２０ 金 参観日（学習発表会） 漢検 弁 

２１ 土   

２２ 日   

２３ 月   

２４ 火 ＳＣ  

２５ 水 ＳＧ  

２６ 木 ５・６年富士見町交流 ＳＳＷ  

２７ 金 ５・６年富士見町交流 弁 

２８ 土   

２９ 日   

３０ 月   

３１ 火   

 

 
☆3年生以上は毛筆での書き初めの練習が始まります。準備をお願い致します。 

新型コロナウィルス感染状況によって、変更になることもあります。変更がある場合は「すぐ-る」で連絡いたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                                                    

 

                

                

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 
☆お知らせ☆ 

 

12 月 4 日（日）は 

地域防災の日です。 
 

学校でも「地震」「火災」の訓練を定期的に行って

います。災害は、いつ起こるかわかりません。日頃

から対策を考えていきましょう。 

 

「サーカスエコロジカル」 
12 月 13 日（火）１２：５０仁科小へ鑑賞に出か

けます。 

帰りは 3箇所のバス停で停車します。三箇所から自

宅に近いバス停を選んで下車し、下校となります。 

予定時刻 １５：００ バイパス安良里バス停 

      １５：０５ 三滝遊歩道口 

      １５：１０ 賀茂小 

 

書き損じ葉書を集めます。 
冬休み明けに「書き損じ葉書」を集めます。 

回収してもかまわない「書き損じ葉書」がありまし

たら、捨てずにとっておいてください。 

 

 

１１月の賀茂小   重点目標 やってみよう自分から 

 

 

 

避難訓練（火災） 消火訓練･煙体験を行いました 

子供議会に参加しました 
６年生の汐音さんは「空き家の活用について」６年生で考え

たことをもとに、年齢に関わらず楽しめるお店を開くことで空き

家を上手に利活用できたら、地域の活性化につながるのではな

いかと町長に提案しました。 

 

５年生の遥翔さんは「西伊豆町の人口について」これまで大

事にしてきたお祭りなどの伝統文化を受け継いでいくこと、また

自然豊かな名所を発信することを通して、地域の活性化につな

げられるのではないかと話しました。 

給食室から火がでた！ という設定で、火災の避難訓練を行

いました。 

放送を聞いて火災元を把握し、避難経路を確認してから、防

災頭巾をかぶり、ハンカチを口に当てて、なるべく遠くに避難しま

した。このあと、消火器の使い方を消防署の方に教わり、訓練用

のスモークを充満させた家庭科室を歩く体験を行いました。 

子供たちは煙の怖さを体感し、万が一の災害に備えて気持ち

を引き締めました。 

 

防災頭巾ですが、「防火」と書かれてあるものが適しているよ

うです。冬休みにご確認ください。 

全力でマラソン練習！ 



- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会を終えて 

～子どもに寄り添う保育～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずみだより （令和４年１２月号） 

伊豆海認定こども園  

園目標 いきいき輝くいずみの子  

～笑顔いっぱい 元気いっぱい やさしさいっぱい～ 

 

 

 

 

 

 

～旧賀茂幼稚園で芋掘り体験をしました～ 

 

 6月、旧賀茂幼稚園の畑にて子ども達と一緒に植えてきたさつま芋の苗がすくすく

大きくなり、1０月 27日にさつま掘りを行いました。畑の中に入った子ども達は無我

夢中で蔓を引っ張り始めました。「うんとこしょ どっこいしょ」土の中に深く埋まってい

るさつまはなかなか抜けずにいました。すると 5歳児からこんな会話が聞こえてきまし

た。「ねえねえ こっちてつだって！みんなでやればとれるよね」「いっしょにひっぱるよ 

せーの！」「やったぁ ほれた！」と３～４人の仲間と一緒に協力しながら収穫する姿が

見られました。【協同性】の力が育まれていると感じた瞬間でした。【協同性】とは、友

達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考え

たり、協力したり、充実感をもってやり遂げるようになる。今回の芋ほりのように、一人

では無理な事も友達と協力することで共通の目的が実現することの喜びを味わうと

いう体験をすることができました。今年は大きなさつまいもをたくさん収穫することが

できました。畑の管理をしてくださっている地域の方に感謝いたします。収穫できたお

芋はクラスでクッキングをしたり、焼き芋にして味わいたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

☆１月の行事予定 

・ ４日（水）出初式（仮） 

・ 6日（金）始業式 

・12日（木）新年おたのしみ会、交通安全カルタ大会 

         おたのしみ買い物、給食研修会（弁当持ち） 

・13日（金）団子作り、ﾍﾞﾙﾏｰｸ・読み聞かせ 

・16日（月）どんど焼き 

・17日（火）食育 

・19日（木）園内研修（幼稚部）12時 30分降園 

・26日（木）誕生会、避難訓練 

 

☆１２月の行事予定 

・ 1日（木）マラソン試走③・食育 

・ 2日（金）西伊豆中 3年来園 

・ 4日（日）地域防災訓練 

・ 6日（火）田子小学校マラソン大会応援 

          園内研修（幼）12:30降園 

・ 7日（水）西伊豆中 3年来園 

・ 8日（木）マラソン大会 

・10日（土）親子ふれあい参観 

・12日（月）幼稚部振替休日 

・13日（火）ﾍﾞﾙﾏｰｸ・読み聞かせ 

・14日（水）マラソン大会予備日 

・15日（木）花育 

・16日（金）警察音楽隊 

・17日（土）園内消毒・弁当持ち・午前保育 

・22日（木）誕生会・避難訓練・職員会 

・23日（金）終業式（幼）11時降園 

・28日（水）保育最終日（保育部） 

＊月、金は ALTのレッスンを予定しています 

 

～安良里地区探検～ 

 さつま掘りに行った日、園庭にて体操を行いました。音楽をかけ始めたら地域の方

が集まってくださり、みんなで踊りとても楽しい時間を過ごすことができました。また、

安良里探検にも出かけました。たくさんの地域の方に声をかけていただき温かい気

持ちになりました。ありがとうございました。 

 

～自分をリセットして「待てる」お母さんに～ 
 声をかけて、手を出して、これだけフォローしてるのに、思い通りに動いてくれない子どもに対してイライラしちゃ

う。たいていの家庭がそんな状況なのだと思います。子育てにカリカリしたら、どこか工夫してリセットすることが

大事です。子育てだけが生き甲斐になると子どもが幸せになるために、こうしなくてはいけない、こうであらねば、

と思いこんでしまい、子どもを縛り、また自分も苦しくなります。子どもの幸せはもちろん大切。だけど、まずは大人

が幸せになる。幸せになり心に余裕ができたとき、「待てる」お母さんになれますよ。     りんごの木 柴田愛子 



 

      

 

 

 

 

 

古き善きもの ～生きて働く先人の知恵～ 

11月 5日・6日に旧田子中学校にて文化財保護審議会主催

による見学会が行われ各教室には農具、漁具、民具が整理さ

れて展示されていました。 

暮らしを豊かにするために必要なものを身近にあるもの

で利用して作ってありました。作業の効率化のため工夫され

進化していることも感じ取れました。 

スイッチ 1つでご飯が炊けたり、洗濯が済んだりする便利

で効率的なもの
・ ・

にあふれる現代が当たり前といった暮らしを

していますが、普段使いの電化製品１つにしても先人の知恵

が積み重なってこのような物が制作されていることに気付

かされました。このように考えていくと物 1つには、何人も

の人の知恵が結集され作られたということになります。すば

らしいなと感じざるを得ません。 

何十年も前のものに、今、こうして出会いあらためて考え

させられました。また、このような物が現在まで保管され、

出会う機会があったことにも感謝です。 

園では、これから発表会を迎えます。今まで経験してきた

ことを生かしながら必要なものに気づき友達と試行錯誤し

劇の小道具つくりを進めていきたいと思います。さて、どの

ような小道具が登場するのかワクワクします。こどもたちの

豊かな発想を保育に生かし、生きて
・ ・ ・

働く
・ ・

知恵
・ ・

につながる

芽生え
・ ・ ・

の部分を育てていきたいと思います。 

 クイズの答え：ドラム式洗濯機 

  

      

 

 

 

 

仁科認定こども園だより  
（令和４年１２月号）  

    

園目標  心豊かで力いっぱい遊べる子  

 

 

 

 

 

 

 

 

「藁で作られたみ
・

の
・

。」 

当時の物が残っているところ

がすごいですね。 

 
「足踏み縄ない機」 

手作業だったものがこの機械

により大量生産できるように

なった。 

 クイズです。 

 これは、なんでしょう？ 

  

   4歳児 

隠れみの術 

 



●出席人数の確認をするため 8 時 30 分までに登園してください。 

 また、欠席する場合も 8 時 30 分までに連絡を入れてください。 

●お子さんはチャイルドシートに乗せて登園してください。 

●駐車場から園までは、お子さんと手をつないで登園してください。 

●東門を開けた方は事故防止のため必ず閉めてください。 

 

 

１２月の予定 

１ 木  １６ 金 ことばの教室 

２ 金 
発表会合同練習 幼)12:30 降園  

駅伝壮行会参加 3.4.5 歳児 

１７ 土 消毒(お弁当の日) 12:00 降園 

１８ 日  

３ 土  １９ 月 交通指導 食育の日 ALT 

４ 日  ２０ 火 お飾りつくり ALT 

５ 月  ２１ 水  

６ 火 人権委員園訪問 ２２ 木 大掃除 

７ 水 声かけ 発表会ﾘﾊｰｻﾙ ２３ 金 終業式 幼)11:00 降園 

８ 木  ２４ 土 幼稚部(冬休み) 

９ 金 にこにこ発表会 仁小参観日 ２５ 日  

１０ 土  ２６ 月  

１１ 日  ２７ 火  

１２ 月 バスの日(4.5 歳児参加) ALT ２８ 水  

１３ 火 警察音楽隊鑑賞会 集金日 ALT ２９ 木 年末年始のお休み 

１４ 水 誕生会 クリスマス会 避難訓練 ３０ 金 年末年始のお休み 

１５ 木 花育教室(4.5 歳児) ３１ 土 年末年始のお休み 

１月の主な予定・・・変更となる場合もありますのでご了承ください。 

４日(水)保育部保育開始 ６日(金)始業式 幼 11:00 降園 10 日(火)お楽しみ会 11 日(水)団子つくり 

12 日(木)集金日 お弁当の日 13 日(金)どんど焼き 14 日(土)保育士会 16 日(金)交通指導 

18 日(水)園内研修 幼稚部 12:30 降園 20 日(金)交通教室(親子)食育の日 25 日(水)じゃがいも植え 

27 日(金)誕生会 避難訓練  ※月・火曜日はＡLT を予定しています。 

たいせつな 

お子さまの 

命を守るための 

家庭と園の約束 

今年も残すところ 1 か月となりました。 

保護者のみなさま、地域のみなさま、関係機

関の皆様のご協力をいただき無事に 2022

年の保育を終了できることに心より感謝申

し上げます。良いお年をお迎えください。 

2023 年元気いっぱいの子どもたちに会え

ることを楽しみにしています。 

 

１月４日より、0.1歳児担任の土屋実津季先生が 

出産準備のため産休に入ります。元気な赤ちゃんを 

産んでほしいと思います。 

代替職員として 

山本喜美先生が勤務 

されます。よろしく 

お願いいたします。 
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